
世界に誇る日本の民族衣装
「きもの」は〈Kimono〉が国際語として通用する世界に誇れる民族衣装です。その歴史は、貫頭衣として用いられた

遥か太古の昔に遡り、大陸の先進文化を取り入れながらも自国の美意識や文化的背景を折衷して、やがて独自の衣（こ

ろも）文化が確立されるに至ります。時を超え、地の広がりを有した世界文化の精華なのです。

一般社団法人全日本きもの振興会では、「2022 きもの学」講座を京都産業大学への寄付講座として開講、学生とともに

受講する市民聴講生を募集します。

京都産業大学
天地館 ２階Ｔ204 教室（予定）
京都市北区上賀茂本山
※会期中は無料シャトルバスの運行はございません。

※大学内に駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

12,000円（税込）

100 名（先着順）

令和 4年 8 月3日㈬

（必着）

下記のいずれかの方法でお申し込みください。

・右の QR コード（専用申込フォーム）より申し込む。

・下記の申込用紙に必要事項を記入の上、（一社）全日本きもの振興会事務局

まで FAX か郵送する。

・下記の申込用紙と同じ内容をメール（info@kimono-net.or.jp）で送信する。

聴講の可否及び聴講料の振込方法等については、順次、郵送またはメールにて連絡します。ご入金の確認を

もって本登録となります。

一般社団法人全日本きもの振興会事務局

〒600-8009　京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 番地　京都経済センター 6 階

TEL 075（353）1100 ／ FAX 075（353）1101　https://www.kimono-net.or.jp/

※お電話でのお問い合せは土・日・祭日を除く 9 時～ 17 時にお願いします。

 
※お申込みの確認等で、ご連絡をさせて頂く場合がございます。確実にご連絡させて頂くため、日中に連絡を取りやすい

電話番号、FAX 番号またはメールアドレスを、必ず複数ご記入下さい。

会　場

定　員

出願締切日

聴講料9 月 6 日 ㈫～ 9 月 14 日 ㈬

申込方法

日　時 第3講時 13：15 ～ 14：45　第4講時 15：00 ～ 16：30

第5講時 16：45 ～ 18：15

京都産業大学開講　夏期集中講座

大学コンソーシアム京都　単位互換科目

「2022きもの学」
一般社団法人全日本きもの振興会寄付講座

↑アクセス方法
はこちら

聴講生

募集

※「2022きもの学」は大学の正規授業科目を一般市民にも公開する講座です。

※ご記入いただいた個人情報は当会と京都産業大学で共有します。同情報は

当講座運営及び当講座に関する情報の送付以外の目的には使用しません。

氏　　名 

 
          

現 住 所 

〒   - 

 

      

都道府県

 

 電話

        

（

      

）

 

 

携帯電話

 E-mail

（ ）

「2022 きもの学」聴講申込用紙

↑
専用申込フォームはこちら



    
 

     

1 

 

3 ガイダンス 
京都産業大学 文化学部客員教授 

下出祐太郎 

2 4 
“きもの”
貴方はそれをどうご覧になりますか？

 
日本きもの学会　常任理事  

卯川治男 

3 5 きものの基礎知識  
東洋きもの専門学校　副校長  

伊藤信子 

4 

 

3 京友禅の未来を考える
 

株式会社関谷染色　代表取締役  

関谷幸英 

5 4 西陣と呼ばれて555年 
ヤマキ織物株式会社  

山口行子 

6 5 きもの学と和裁  
一般社団法人日本和裁士会　会長  

大森貴之  

7 

 

3 皇室のキモノ  
京都産業大学 日本文化研究所特別教授  

彬子女王殿下 

8 4 裃の変遷  
多田商店　店主  

多田　修 

9 5 家紋にしたしむ 
京友禅協同組合連合会　理事  

地主成利 

10 3 丹後　きもの　未来  
柴田織物　代表  

柴田祐史 

11 4 結城紬の今とこれから
 

 

奥順株式会社　代表取締役社長  

奥澤順之 

12
 

5
 

悉皆（ことごとくみな）
 

 

テラムラ　代表
  

寺村貞亮
 

13

 

3

 

文化財染織品を化学の目で見ると
 

 

嵯峨美術大学　非常勤講師

   佐々木良子

 
14

 

4

 

きもの業界の現状と今後
 

 

有限会社きものと宝飾社　編集長

  松尾俊亮

 
15

 

5 まとめ きものを身近に
京都産業大学

 

文化学部客員教授

 下出祐太郎

９
月
６
日
㈫

９
月
７
日
㈬

９
月
８
日
㈭

９
月
13
日
㈫

９
月
14
日
㈬

回数 月日 講時 講義タイトル 講師（敬称略）

実施日とカリキュラム（予定）

講義時間　3 講時　13：15 ～ 14：45　　４講時　15：00 ～ 16：30　　5 講時　16：45 ～ 18：15

聴 講 申 込 理 由
お名前

民族の美意識を精緻華麗な意匠に定着させた織や染の技術をはじめ、素材や装置や卓越した手わざの創出に見られる叡

知の数々･･･。各分野でご活躍の皆様を講師にお迎えし、多角的に「きもの文化」の様々を学びます。

キリトリ


